
〈出題のねらい〉
全体を通して

日本史の問題は、古代から近現代にいたるまでの歴史を体系的
に、かつ各時代における国際関係の中で理解できているかを見る
ため、時代や分野に偏ることのないよう、多方面にわたって出題
しています。いずれも基本的には、教科書にそった事項や歴史動
向についての理解を問うものです。各時代の流れや歴史的背景を
体系的に理解し、歴史を通史的に把握できるよう心がけることが
大事です。また、史料問題もあるので、重要な史料についても歴
史事象と関連づけて理解を深めるようにしましょう。

たとえ記号選択の設問であっても、歴史用語・人名がうろ覚え
では、正解にたどり着けないことも多いので、正確に覚えてくだ
さい。

前期Ａ方式（１月29日）
Ⅰ�　租税・経済に関して、古代・中世を対象として取り上げた問

題です。設問自体は教科書の内容を理解できていれば、十分に
対応できる問題です。律令制の租庸調制だけではなく、その前
の段階、そしてその後の段階についても知っておく必要があり
ます。歴史事象、人物名を暗記するだけでは歴史理解にはつな
がらないので、歴史の背景とともに理解できるようにしておき
ましょう。 
Ⅱ�　戦国時代から織豊政権までの流れをコンパクトに問うている

問題です。設問は、政治・経済・社会など多岐にわたって取り
上げられていますが、ほぼ教科書準拠であるので平易な問題で

す。各時代で用いられる歴史用語をしっかり理解できるように
することが重要です。 
Ⅲ�　江戸時代の学問・出版に関する問題です。教科書では離れた

ページにバラバラに書かれていることも、テーマ史的な観点か
ら読み直し、歴史の流れをつかんでおくようにしましょう。 
Ⅳ�　サンフランシスコ平和条約に関する史料問題です。現代の日

本や世界に直接つながる事柄についても、意識して学んでおく
ようにしましょう。

前期Ａ方式（１月30日）
Ⅰ�　古代・中世の政争・政変に関する問題です。教科書をしっか

り復習していれば解ける基本的な問題ですが、具体的な内容を
正確に理解していなければなりません。教科書や図録などを活
用して、事件の流れや地理的な場所を理解しておきましょう。 
Ⅱ�　江戸時代のキリシタン・寺請制度に関する史料問題です。外

交、宗教政策、民衆支配など、複数の分野にわたる事柄を関連
づけて理解できるようにしておきましょう。 
Ⅲ�　幕末の対ロシア外交に関する問題です。教科書・参考書・図

録・資料集などを駆使して、複雑な歴史の流れを、政治動向や
社会背景などと関係づけて、理解できるようにしておきましょ
う。 
Ⅳ�　「明治日本の産業革命遺産」に関する出題です。見慣れない

リード文かもしれませんが、問うていることは教科書の知識で
十分解答できます。世界文化遺産や世界記憶遺産についての報

各大問の構成・目的は、B方式のものと同様です。
Ⅰの英文は、メキシコの画家フリーダ・カーロ (Frida Kahlo) 

についてのオリジナルの文章です。設問に解答するためには、問
題の前後だけでなく、文章全体を読んで内容を把握する必要があ
ります。

Ⅱの会話は、引っ越しと思い出に関する友人同士のものです。
Ⅲは基本的な文法・構文・語法を問うもので、選択肢から適切

な表現を選びます。
Ⅳは基本的な英文を構成する力を問うもので、与えられた単語

を並び替えて適切な英文を構成します。

日本史�
〈出題傾向〉

本学は2024年度では2023年度から大幅な変更があり、小問数が
Ａ方式（１/29）50→32問、Ａ方式（１/30）50→33問、B方式
39→29問と全日程で大幅に減少しました。解答形式は、前年度は
Ａ方式で記述式の問題が全体の半数ほど出題されていましたが、
今年度は全て記号選択でした。B方式は前年度同様全て記号選択
でした。

時代別では、古代～戦後まで幅広く出題されましたが、前年度
と比べ古代・中世の比重が下がり、近世・近代の比重が上がりま
した。古代は複数の時代を扱った大問の中に含まれているのみで、
古代のみを扱った大問は出題されませんでした。一方近世・近代
は多数出題され、Ａ方式（１/30）とB方式では、全体の半数以上
が近世・近代からの出題でした。前年度に出題のなかった戦後史
については、今年度はＡ方式（１/29）で出題されました。

分野別では、各日程とも政治・社会経済・外交・文化の各分野
から幅広く出題されました。

形式については、１つのリード文による問題、複数の文章をリー
ド文に用いた問題、史料をリード文に用いた問題、会話文をリー
ド文に用いた問題など多様です。史料を使用した問題は全日程で
出題されました。B方式では、前年度は史料を使用した問題が出
題されませんでしたが、今年度は２大問で史料が使用されていま
した。設問は、歴史用語や人名を問う問題と短文選択の問題が多
く、正誤組み合わせや並べ替えの問題なども見られました。Ａ方
式では、全問題が記号選択になったことに伴い、短文選択の問題
の割合が大幅に上がっていました。

難易度は標準的ですが、Ａ方式は短文選択問題の増加、B方式
は史料問題の増加などにより前年よりやや難化しています。

〈学習対策〉
■教科書と史料の学習を徹底しよう

前年度と比べ難化したとはいえ、問われる知識のレベルが急激
に上昇したわけではないので、教科書中心の学習で十分対応でき
ます。学習の際には、歴史事象を背景や結果などと関連させて理
解し、紛らわしい選択肢があっても惑わされないようにしましょ
う。また、出題される史料には未見史料が含まれることもありま
すが、解答に必要な知識自体は教科書や史料集の学習範囲を逸脱
したものではありません。史料問題に取り組んで、自分の知識を
使って史料を読解する訓練をしておきましょう。
■特定の時代や分野に偏らず幅広く学習をしよう

年度や日程によって出題の多い時代や分野に変化はありますが、
時代は幅広く扱われており、分野は多岐にわたります。前年度比
重が高かった時代・分野に留意しつつ、苦手な時代や分野をつく
らないように学習を進めましょう。１大問の中で複数の時代を扱
う問題が出題されることもあるので、ある時代の学習をしたら、
あわせて他の時代の同じ分野についても確認しましょう。
■内容や背景を用語と結びつけて覚えよう

空欄補充・短文選択・正誤組み合わせ・時代順の並べ替えなど
の問題に対応するためには、制度・政策の詳しい内容や出来事の
歴史的背景などの理解が必要です。学習の際は関連事項を表にま
とめるなどして情報を整理し、単なる用語の暗記に留まらないよ
う注意しましょう。また、リード文や選択肢の文章に教科書未掲
載の内容が含まれている可能性もあるので、１つの項目について、
図説・用語集など複数の教材の記述に触れておきましょう。一見
難しそうな問題にみえても、設問文や史料の中に手がかりがあり、
正解へとたどりつける場合もあります。諦めずに問題に取り組む
習慣を身につけましょう。
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道に日頃から留意するようにしましょう。
前期B方式 
Ⅰ�　古代・中近世の土地制度・租税に関する史料問題です。史料

はいずれも教科書や資料集・図録などに載せられているもので
すが、たとえ見たことがなくても基礎的な知識で十分に解答可
能な設問ばかりです。教科書に書かれている歴史事実が史料の
文章のどこからわかるのか、日頃から留意するようにしておく
とよいでしょう。 
Ⅱ�　古代から中世の外交・貿易に関する問題です。一部に史料を

含んだやや長めのリード文ですが、設問自体は基礎的なもので
す。教科書では各時代に分散して書かれている外交史関係の叙

述を、通史的に把握しておくとよいでしょう。
Ⅲ�　江戸時代中期の幕政改革に関する問題です。各改革の内容を

一つ一つ学習するのは勿論、他の改革との相違点などにも留意
して学習するようにすると、より理解が深まるでしょう。 
Ⅳ�　近世・近代の美術史に関する問題です。あまり見慣れない形

式のリード文かもしれませんが、設問自体はいずれも基礎的な
事項ばかりです。リード文の形式に惑わされることなく、落ち
着いて解答しましょう。幕末・明治期の文化は教科書では分散
して書かれていますが、つながっている様相も多いので、意識
して学習するようにするとよいでしょう。

世界史�
〈出題傾向〉
■分量・形式・難易

試験時間は、Ａ方式が80分、Ｂ方式が２科目通しで120分。分量
は、例年通り全日程とも大問４題。小問数は、Ａ方式（１/29）が
32問、Ａ方式（１/30）が32問、Ｂ方式が28問で、各日程の小問数
を前年と比べてみると、Ａ方式、Ｂ方式ともに減少している。

形式は、Ａ方式、Ｂ方式ともにすべて選択式である。小問のう
ち、ほとんどは空欄補充と下線部の内容や関連する語句を問う問
題であり、Ａ方式（１/29）で１問、Ａ方式（１/30）で２問、Ｂ
方式で１問が年代に関する問題だった。
■出題内容
地域�：例年欧米史から２題、アジア史から２題出題されており、

2024年はそれ以外の地域からの出題はみられなかった。欧米
史では、ヨーロッパ史が中心で、中でも古代・ギリシア・ロー
マ史の割合が高い。アジア史では、全日程で少なくとも１題
は中国史が問われており、また2024年は東南アジアやインド
を中心とする出題がみられた。

時代�：古代から近現代まで幅広く問われた。ある地域や事柄に焦
点をあて、時代をまたいで幅広く問われる通史の大問がＡ方
式（１/29）で出題された。

分野�：政治史・外交史が中心であるが、欧米史・アジア史ともに
文化史や宗教史をテーマとする出題もみられる。

〈学習対策〉
１　教科書中心の学習を

一部でやや細かい内容を問う問題もみられるが、ほとんどは標
準的な出題で、教科書中心の学習で合格点に達することができる。
まず教科書で太字になっている基本事項を正確に押さえた上で、
用語集・問題集に取り組み、知識の確認・補充をしよう。また、
出来事を古いものから順に並べる問題も出題されているので、重
要な出来事についてはその経緯や結果だけでなく、年号や前後の
出来事なども含め、いつ起こったのかを意識しながら学習しよう。
２　文化史の学習をしっかりと

各大問の中に、その時代・国の文化について問う小問が含まれ
ていることがある。文化に関する重要な人物、作品、建物などは、
時代別・国別に整理して覚えておきたい。
３　特定の時代や分野に偏らず幅広く学習をしよう

どの日程においても時代は古代から現代まで幅広く扱われてお
り、分野も政治・外交・文化と多岐にわたる。また通史やテーマ
史が出題される傾向にあるので複数の時代・地域をまたいだ歴史
の理解を意識したい。
４　過去問を利用する

過去問に取り組むことによって出題の傾向や難易度をつかむこ
とができる。重要なテーマ・内容の問題は、繰り返し出題される
こともあるので、自分が受験する日程以外の問題にも取り組んで
おきたい。

〈出題のねらい〉
前期Ａ方式（１月29日）
Ⅰ�　17世紀までのベトナムと中国の関係史に関する設問です。長

らく中国の支配を受けるかたちであったベトナムが、やがて独
立するまでのあいだ、両国がどのような関係をもっていたのか。
問うているのは教科書でも記述されている基本的なことばかり
ですが、時代ごとに分けて書かれることが多いものです。それ
らをつなげて通史として考えてみることも大切です。
Ⅱ�　宗教改革までの西欧カトリック世界の展開をたどりながら、

古代から近世にいたる時代の様々な事柄について設問していま
す。ローマ教皇や公会議といったキリスト教に直接かかわる重
要事項だけでなく、世俗の出来事に関する理解も求めています。
また、各所で同時代に起こった事象や時系列の把握が正確にで
きているかどうかも問うています。
Ⅲ�　明代の中国社会で生じた変化について、基本的事項を中心に

出題しました。明代初期に確立された体制が、16世紀の国際交
易の活発化に伴いどのように変容していったのか、世界的な潮
流と関連づけながら、明代における中国社会の変化を理解して
おきましょう。
Ⅳ�　20世紀後半から21世紀初頭にかけてイギリス国王だったエリ

ザベス２世の生涯を取り上げ、彼女が接触したイギリスの首相、
アメリカの大統領の政治・軍事上の事績について問うています。
第二次世界大戦後の世界では、英米関係を重要な軸の一つとし
て様々な動きが起こりました。個々のイギリス首相・アメリカ

大統領の任期を単位として整理することで、その時点での世界
史の動きや傾向をつかむことができます。

前期Ａ方式（１月30日）
Ⅰ�　古代ギリシア・ローマの政治指導者４人を取り上げ、彼らの

事績を中心に、関連する事象について問うています。西洋古代
の大まかな歴史の流れをおさえているか、また、各事象につい
て正確な知識を有しているかが求められます。
Ⅱ�　イスラーム教をめぐる歴史のうち、勃興期と18・19世紀につ

いて問いました。時代ごとに別々に学んだ事柄を、宗教や地域
といった枠組みで捉え直しておくことも重要です。
Ⅲ�　西洋諸国における大学設立の経緯をおいつつ、中世から近代

までのヨーロッパやアメリカで起こった様々な事象に関する理
解を問うています。政治・経済・社会・文化に関する重要事項
を幅広く偏りなくおさえていることが求められます。また、断
片的な知識にとどまらず、欧米諸国の地域的な特徴を俯瞰的に
捉え、時系列の推移をしっかりと把握しておくことも重要です。
Ⅳ�　上海の歴史を軸として、清末から日中戦争までの中国の政治

史について出題しました。重要な出来事について、その名称を
覚えるだけではなく、時期や主な内容、舞台となった場所など
も整理することで、歴史の流れを理解しておきましょう。
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●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ａ方式 1/29〕総
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●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ａ方式 1/29〕 総
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合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

116 117



●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ａ方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

118



●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ａ方式 1/30〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

118 119



●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

120



●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ｂ方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

120 121



●●科日本史 〔A方式 11/20〕日本史 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

122


